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第１章 水道事業ビジョン策定にあたって 

１．水道事業ビジョン策定の趣旨 

 桑折町は、町が運営をしている上水道と、地域住民が組合を組織し運営をしている民営

簡易水道の２つに大きく分かれます。 

上水道事業は、昭和３０年３月の給水開始以来、水需要の増加に対応するため４回の拡

張事業を行い現在に至っています。 

一方、民営簡易水道は、地域住民が施設を整備し水道水供給を行っており、現在、睦合

地区(１組合)と半田地区(７組合)に合わせて８組合あり、上水道事業も民営簡易水道も町

民にとって必要不可欠な生活基盤の一つとして桑折町の発展に貢献してきました。 

しかし、近年における人口減少や高齢化、水道施設の老朽化など、水道を取り巻く環境

の変化は著しく、将来にわたる課題が山積しています。 

町は、上水道については桑折町水道運営審議会において、民営簡易水道については桑折

町簡易水道協会内の組織である簡易水道あり方検討会において、それぞれの現状や課題を

明確にし、将来の理想像や目標を検討し、それらの意見を包括して本水道事業ビジョンを

作成しました。 

『桑折町水道事業ビジョン』は、町上水道、民営簡易水道を含めた本町の水道全体の  

５０年後、１００年後先の将来を見据えた理想像を設定し、これを達成するために必要な

方向性及び具体的施策を明示し、さらには前段で記載した課題に対応し、町総合計画に掲

げる「安全安心で住みやすい 生活環境の構築」の実現、及び将来に向けて安定的で持続可

能な水道を実現するために策定するものです。 

 

 

２．水道事業ビジョンの位置付け 

 本水道事業ビジョンは、『桑折町総合計画』、国の『新水道ビジョン』、県の『福島県

水道ビジョン』の視点に留意し、本町水道の将来の理想像を明示するとともに、その実現

に向けて当面１０年間に取組む方策と目標を示した、本町水道事業の最も基本となる計画

として位置付けます。 
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３．計画期間と進捗管理 

本水道事業ビジョンは、計画期間を令和３年度から令和１２年度の１０年間とします。 

施策の推進にあたっては、『桑折町水道事業経営戦略』(計画期間 令和元年度～令和  

１０年度)に沿って、上水道の経営基盤強化を基本に、民営簡易水道を含む全水道使用者の

サービス向上に努めていきます。 

また、町水道運営審議会等において、事業の進捗状況とその効果を検証し、水道を取り

巻く状況や環境の変化に対応していくため、適宜計画の見直しを実施していきます。 

 

第２章 基本理念と基本方針 

１．基本理念 

 町は、住民の命と暮らしを守ることはもとより、経済活動を支えるため、安定的に給水

を確保していく責任を担っており、恒久的に水道事業を維持させなければなりません。よ

って、下記の理念に基づきその実現に向け努めていきます。 

『未来につなぐ 安全で安心な みんなの水道』 

 

２．基本方針 

 基本理念の実現に向けては、「安全」「強靭」「持続」の３つの視点から基本方針を掲

げ、各種施策の推進を図っていきます。 

 

「安全」…いつでも、どこでも、安心して飲める水道 

   良質で安全な水道水の供給については、原水の水質監視、適切な浄水処理などによ

る水質保持や衛生対策の徹底に努めるとともに、厚生労働省が策定を推奨している水

道水の水質管理に係る「水安全計画」を策定していきます。 

 

「強靭」…災害に強いしなやかな水道 

   老朽化した水道施設については、計画的な更新・耐震化に努めるとともに、厚生労

働省が推進する「施設耐震化計画」を策定し、自然災害時において迅速に復旧できる

しなやかな水道を実現します。 

 

「持続」…健全かつ安定的な事業運営が可能な水道 

   事業運営については、水道技術や知識を有する人材の育成や、健全な施設の維持管

理、安定した料金収入の確保を図り、厚生労働省が示す「アセットマネジメント（資

産管理）」を実施し、健全かつ安定的な運営に努めます。 
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第３章 本町水道の概況（現状と課題） 

 本町水道の概況（現状と課題）について、上水道と民営簡易水道に分けて整理します。 

本町水道の現況図 

 
 

１．上水道の概況 

 本町の上水道事業は、昭和３０年３月の給水開始以来、人口増加や生活様式の変化、町

の都市化・工業化などによる水需要の増加に対応するため、４回の拡張事業を行い、安全

で安定した水道水の供給に努めてきました。 

 

上 水 道 事 業 の 主 な 沿 革 

 起工～竣工 計画給水人口 1 人当り 1 日最大給水量 1 日最大給水量 

創   設 昭和２９～３２年 １０,０００人 １５０㍑／日 １,５００㎡／日 

第１次拡張 昭和３７～３８年 １５,０００人 ２００㍑／日 ３,０００㎡／日 

第２次拡張 昭和４１～４３年 １５,３００人 ２９４㍑／日 ４,５００㎡／日 

第３次拡張 昭和５７～６１年 １４,０００人 ４６０㍑／日 ６,４４０㎡／日 

第４次拡張 平成１４～２４年 １３,９１０人 ４５６．５㍑／日 ６,３５０㎡／日 

 

 なお、現在の上水道事業は、福島地方水道用水供給企業団からの浄水受水と、内之馬場

浄水場を供給元としており、内之馬場浄水場については、高速凝集沈殿・急速ろ過方式に

より浄水処理を行っています。 
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（１）上水道の水需要の推移 

① 給水人口と有収水量の推移 

 

   令和元年度の給水人口は１０,８１７人ですが、令和１２年度には約９．５％減少の 

９,７９０人、また、有収水量については、令和元年度の実績は１,３５２千㎥ですが、

令和１２年度には約２１．２％減少の１,０６６千㎥と見込まれ、給水人口・有収水量

ともに年々減少傾向にあります。（※有収率については８５．０％に設定） 

 

（２）上水道の施設や管路の状況 

 ① 内之馬場浄水場 

   内之馬場浄水場は、第４次拡張事業において平成１５年に整備されたものであり、

老朽化が著しく、各種機器類の更新を計画的に実施し、安定した給水を行っている状

況です。また、大雨や台風、ゲリラ豪雨、真夏の猛暑時などには産ヶ沢川の水質が悪

化し、浄水処理に多額の費用と多大な労力を要しています。 

 ② その他施設（配水施設等） 

   浄水場以外の配水池、ポンプ場、調整池などの水道施設に関しては、老朽化が進ん

でいるものが多いため、個々の施設の現状を把握し、予防保全による計画的な維持修

繕や耐震化を行っていく必要があります。 

 ③ 管路 

   管路の整備状況については、導水管１．９㎞、送水管７．９㎞、配水管１０９．７

㎞であり、管路の総延長は１１９．５㎞です。なお、４０年を超える老朽管について

は、導水管１．０㎞、送水管０㎞、配水管３１．２㎞となっており、管路の重要度や

優先度、漏水状況などを勘案し、計画的な布設替えを行っていく必要があります。 
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※桑折町水道事業経営戦略より 
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（３）上水道の経営状況 

① 給水収益の推移 

 

 

給水収益は、平成２２年度の３５３,１１１千円をピークに、平成２３年度は東日本

大震災及び原発事故の影響により３０９,５４３千円と大幅に減少しました。その後、

平成２６年度までは回復傾向に転じましたが、平成２７年度以降は給水人口の減少に

比例し、給水収益も減少傾向にあり、計画最終年度である令和１２年度の給水収益は、

２７２,０４１千円と見込まれます。 
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※桑折町水道事業経営戦略より 

- 5 -



 
 

 

② 企業債償還金と企業債残高の推移 

 

 

 

   企業債償還については、現在、元利均等償還方式で返済しており、第３次拡張事業

と第４次拡張事業の返済が重なった平成２２年度の約１億４,７００万円の償還をピ

ークに、平成２８年度から令和１２年度までは、第４次拡張事業の借入れ金を年間約

８,２００万円償還しているところであり、その後は、現在借入れしている企業債だけ

で考えると償還金は減少していきます。 

   今後、企業債については、将来世代に過大な負担を強いることのないように、町水

道事業経営戦略に基づき、発行時期等を慎重に検討していく必要があります。 
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２．民営簡易水道の概況 

 民営簡易水道組合は、現在、睦合地区(１組合)と半田地区(７組合)に合わせて８組合あ

り、山から湧き出る良質な水を水源とし、組合員である地域住民が主に昭和３０年代に、

原水取水施設や配水池、水道管などの水道施設等を整備し、地域の安全で安定した水道水

の供給に努めてきました。また、すべての組合において、給水区域が山のふもとの地域で

あり、かつ良質な湧水であるため塩素滅菌による処理のみで、地形を活かした自然流下に

よる配水を行っています。 

なお、民営簡易水道８組合の組合長で構成される「桑折町簡易水道協会」では、町上下

水道課が事務局となり、維持管理に対する技術的支援や、水質検査補助、各種研修などを

行っています。さらに、町補助金である「桑折町水道施設整備事業補助金」制度を有効に

活用し、施設の維持管理を行っています。 

 

民 営 簡 易 水 道 組 合 一 覧 

組 合 名 創設年月 
計画給水 

人口(人) 

計画一日最大 

給水量(㎥/日) 

R2.4.1 現在 

給水人口(人) 
水源 地区 

桐ヶ窪水道組合 昭和 36年 4 月 240 48 118 湧水 半田 

御免町簡易水道組合 昭和 34年 9 月 250 30 138 湧水 半田 

栗和田簡易水道組合 昭和 33年 4 月 185 28 118 湧水 半田 

中北給水組合 昭和 33年 4 月 100 22 135 湧水 半田 

滝ノ沢水道組合 昭和 32年 3 月 98 14.7 65 湧水 睦合 

内ノ馬場給水組合 昭和 30年 4 月 98 14.7 42 湧水 半田 

芹ノ沢給水組合 昭和 36年 2 月 90 13.5 76 湧水 半田 

銀山水道組合 昭和 34年 5 月 85 30 41 湧水 半田 

 

 しかしながら、今後の管理運営については、施設の老朽化をはじめ、高齢化・担い手不

足による役員の確保や、水道技術の継承が懸念されます。 

また、水源については、昨今の異常気象を起因とする水不足や、安定した水質の確保な

どが課題であります。 
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（１）民営簡易水道の給水人口と給水戸数の推移 

 

  令和２年度の給水人口は７３３人ですが、令和１２年度には約１３．９％減少の６３

１人、また、給水戸数については、令和２年度は２４９戸ですが、令和１２年度には約

３．２％減少の２４１戸と見込まれ、給水人口・給水戸数ともに年々減少傾向にありま

す。 

 

（２）民営簡易水道の施設や管路の状況 

  現在の水道施設については、老朽化が著しく、対処療法的な修繕を繰り返し維持管理

を行なってきたところであり、メーターや台帳の不備により、正確な有収水量や、水道

管の位置について把握することが困難な状況にあります。 

 

（３）民営簡易水道の経営状況 

  民営簡易水道については、良質かつ豊富な水源を背景に、上水道の水道料金と比較し、

安価な料金により運営されているところでありますが、組合員の高齢化や施設の老朽化

が進む中で、将来にわたる適切な運営が危惧されます。 
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※桑折町簡易水道協会総会資料より
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第４章 本町の「水道の理想像」 

 将来にわたり安定的で持続可能な水道の実現については、上水道とすべての民営簡易水

道が統合し、町内全域を上水道として町が管理運営していくことが有効です。 

現在の上水道エリアについては、今後の給水人口・有収水量・給水収益の減少などを考

慮し、施設のダウンサイジングを行い、コスト削減を図り、福島地方水道用水供給企業団

からの受水のみに切り替えることにより、効率的な水の供給に移行します。 

また、現在の民営簡易水道エリアについては、これまでと同じく山間部の良質な湧水を

水源とし、自然流下による効率的な水の供給を行います。 

町としては、福島地方水道用水供給企業団からの受水と山間部の良質な湧水を水源とし、

双方の水源をバックアップする機能を整備することにより、町民の飲み水である「命の水」

を確保していきます。 

 

将来の「水道の理想像」イメージ図 
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バックアップ体制図１（山間湧水の水源が被災し給水停止した場合） 

 
 水源の１つである山間の湧水が災害等により被災し、その水源の給水エリアへの水道水

供給が停止した場合には、福島地方水道用水供給企業団から受水している内之馬場配水池

から、動力ポンプによる緊急給水を行うことにより「命の水」を確保していきます。 

 

バックアップ体制図２（福島地方水道用水供給企業団の関係施設が被災し給水停止した場合） 

 
 もう１つの水源である福島地方水道用水供給企業団からの受水が災害等により停止した

場合には、山間の湧水を災害時の拠点施設となる役場庁舎へ緊急給水を行うことにより「命

の水」を確保していきます。 
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※ 

 

第５章 「水道の理想像」実現に向けた今後の取組み 

 「水道の理想像」の早期実現については、上水道と民営簡易水道が統合し、町内全域を

上水道として町が管理運営していくことが有効であると前章で述べましたが、計画期間中

はもとより、その統合完了までの間は、町・上水道・民営簡易水道が連携協力を図り、そ

れぞれが行うべきことに取り組んでいく必要があります。 

 

１．町・上水道が取組むこと 

 （１）「水道事業ビジョン」の推進 

（２）「水道事業経営戦略」の推進 

（３）簡易水道協会の運営、各組合への必要な支援の継続 

（４）県及び福島地方水道用水供給企業団との情報共有 

（５）民営簡易水道施設の調査研究を経て「水道事業基本計画」の策定 

（６）その他「水道の理想像」実現に必要となること 

 

２．民営簡易水道が統合に向けて取組むこと 

 （１）統合完了までの間、役員の維持・技術の継承   (※統合完了＝上水道への接続完了) 

（２）統合完了までの間、施設の適切な維持管理 

（３）上水道料金に対する理解（料金の適正化） 

（４）統合に向けた合意形成 

（５）その他「水道の理想像」実現に必要となること 

 

「水道の理想像」実現に向けた中長期見通し
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